
CCUS登録技能者の声

アンケート期間2021年10月1日～11月5日。34,878人の技能者が回答
CCUSが実現を目指している技能者の技能・経験の客観的評価とそれに応じた処遇に対する期待が大きい
週休２日の確保を求める声が多く、若い技能者を確保するためには、賃金だけでなく、休暇も重要
就業履歴を蓄積したことがない方が4割であり、登録のサポートをはじめ利用拡大に向けた環境整備が課題

アンケート結果概要

Ｑ．CCUSに登録するメリットとして期待すること[複数回答]

Ｑ．さらに技能者のメリットを増やすために期待する取組[複数回答]

技能者アンケートについて

Ｑ．若い技能者を増やしていくために必要なこと

Ｑ．建設業やCCUSに関して不安に感じていること

就業履歴が蓄積され、
自分の技能・経験が評価されること

技能者としての客観的な評価（レベル）
に応じた手当が支払われること

転職などの時に技能や
働いた実績が証明できること

社会保険の加入が
客観的に証明できること

建退共の掛金が確実に充当されること

自己の技能を示せて、
誇りややりがいになること

特に何も期待していない
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技能者の登録方法を簡単にする
登録サポートの充実

携行している各種資格証との
連携による一本化

技能レベルに応じた
賃金が支払われる仕組みの構築

タッチ数に応じた電子マネーや
各種ポイントの還元

就業履歴の閲覧をしやすくする
などのシステム改良
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週休2日の休暇の確保

経験・技能に応じた賃金の支払い

業界、あるいは所属会社による
充実した教育・指導育成

仕事内容や賃金の透明性を高める

高い賃金を得ている
カリスマ的な技能者の存在
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技能者を大切にする会社が残るなど、
建設業界が健全な形で存続するか。

病気や怪我で仕事に就けなくなった時
収入が途絶える

CCUSに登録したことで、
個人情報が流出するのではないか

将来自分が歳を重ねても、能力・経験
に応じた賃金が支払われないのでは

今の賃金では子育てなどが厳しい
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※建設業振興基金による調査結果より国土交通省作成


